
学校番号 119 

令和３年度 芸術科（音楽） 

 

教科 芸術 科目 
音楽Ⅱ 単位

数 
２単位 年次 2 年次 

使用教科書 高校生の音楽 2（教育芸術社） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■「歌唱」「ギター」「おすすめ Music」「クラスコンサート」を中心に学習を行います。自ら学

習する雰囲気のある授業づくりを目指します。 

■他の人とアンサンブルを作り上げる過程で育まれるコミュニケーションの力を大切にします。 

■学習の到達度は、ワークシートや実技テストで評価します。他者に働きかける姿勢も、音楽科

の学習で育まれる力として評価します。 

■学校教育が将来の楽しみや心の支えにつながるよう、ひとりひとりの個性の良いところを引き

出していきます。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性

豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器

楽、創作、鑑賞の学習

に主体的に取り組も

うとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、歌唱、器楽、

創作の音楽表現を工

夫し、どのように歌

うか、演奏するか、音

楽をつくるかについ

て表現意図を持って

いる。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくって

いる要素を知覚し、

それらの働きを感

受しながら、楽曲や

演奏を解釈したり、

それらの価値を考

えたりして、音楽に

対する理解を深め

良さや美しさを創

造的に味わって聴

いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
豊
か
な
声
で
歌

い
上
げ
よ
う 

【歌唱】 

Tomorrow 

何度でも 

（2 部合唱） 

○ ○ ○  a:イメージを持って歌う

学習に主体的に取り組

もうとしている。 

b:2部のハーモニーを知覚

し、曲の雰囲気を感受し

ながら歌おうとしてい

る。 

c:2部のハーモニーを感じ

て、ペアで歌唱するため

の技能を持っている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
や
筝
に
親
し
も
う 

【器楽】 

ギターの奏法Ⅰ 

 ＊アポヤンド奏法 

スケール練習 

海の声 

（ギター独奏） 

荒城の月 

（筝） 

○ ○ ○  a:ギターや筝の演奏に関

心を持ち、意欲的に取り

組もうとしている。 

b:ギターや筝の音色を知

覚し、奏法を工夫して曲

の雰囲気に合った表現

をしようとしている。 

c:ギターや筝の奏法を理

解して、曲の雰囲気にあ

った演奏をする技能を

持っている。 

観察 

演奏の聴取 

お
す
す
め
の
曲
を
紹
介
し
よ
う 

【鑑賞】 

グループや個人でお

すすめの曲の紹介を

する。 

○   ○ a.日頃親しんでいる音楽

について深く調べよう

とする意欲を持ってい

る。 

d.クラスメートの紹介す

る曲の特徴や良さを感

じ取り、自分の音楽観と

の比較などを通して、幅

広い音楽への理解や関

心を深めている。 

観察 

ワークシート 



２
学
期 

合
唱
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

アヴェ ヴェルム コ

ルプス 

（混声 4部） 

○ ○ ○  a:4部合唱のハーモニーに

関心を持ち、意欲的に歌

おうとしている。 

b:ハーモニーの重なりや、

強弱、歌詞の雰囲気を知

覚し、どのように歌うか

について表現意図を持

っている。 

c:4部合唱のハーモニーを

感じて曲想に合った歌

唱をするための技能を

持っている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
で
コ
ー
ド
を
弾
い
て
み
よ
う 

【器楽】 

ギターの奏法Ⅰ 

 ＊アルアイレ奏法 

カントリーロード 

（ギター独奏） 

○ ○ ○  a:コード奏法に関心を持

ち、意欲的に表現しよう

としている。 

b:コード奏法の響きや伴

奏形による雰囲気の違

いを知覚し、どのように

演奏するかについて表

現意図を持っている。 

c:コード奏法の響きを感

じて、曲の雰囲気に合っ

た演奏をする技能を持

っている。 

観察 

演奏の聴取 

ク
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り
上
げ
よ
う 

ソロやアンサンブル

の発表 

○ ○ ○ ○ a:クラス内での発表に関

心を持ち、意欲的に取り

組んでいる。 

b:発表する曲の演奏スタ

イルを理解し、曲の雰囲

気を感受しながらどの

ように演奏するかにつ

いて表現意図を持って

いる。 

c:発表する曲の曲想を表

現するための技能を持

っている。 

d:クラスメートの演奏を

感受し、それぞれの演奏

の良さを創造的に味わ

っている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



お
す
す
め
の
曲
を
紹
介
し
よ
う 

【鑑賞】 

グループや個人でお

すすめの曲の紹介を

する。 

○   ○ a.日頃親しんでいる音楽

について深く調べよう

とする意欲を持ってい

る。 

d.クラスメイトの紹介す

る曲の特徴や良さを感

じ取り、自分の音楽観と

の比較などを通して、幅

広い音楽への理解や関

心を深めている。 

観察 

ワークシート 

３
学
期 

歌
詞
の
内
容
と
フ
レ
ー
ズ
と
の
関
係
に
注
意
し
て
歌
お
う 

【歌唱】 

子守唄 

（斉唱・原語） 

○ ○ ○  a.曲想と文化的・歴史的背

景との関わりに関心を

持ち、歌う学習に主体的

に取り組もうとしてい

る。 

b.旋律、リズム、速度など

音楽を形作っている要

素を知覚し、ドイツ語の

発音の特徴を生かした

表現を工夫し、どのよう

に歌うかについて表現

意図を持っている。 

c.表現したいことを伝え

るための歌唱の技能を

身につけている。 

観察 

演奏の聴取 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
挑
戦
し
よ
う 

【器楽】 

スタンド バイ ミー 

（ギター2重奏） 

○ ○ ○  a.異なる奏法による音色

を組み合わせたアンサ

ンブルの学習に主体的

に取り組もうとしてい

る。 

b.異なる奏法による音色

の組み合わせを感じ取

り、曲の雰囲気に合った

演奏をするための表現

意図を持っている。 

c.旋律と伴奏のバランス

が取れた演奏をするた

めの技能を身につけて

いる。 

観察 

演奏の聴取 

 

 

 

 



 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


